
緑地内にはたくさんの自然物があります。「ツルツル」、「チクチ

ク」、「ザラザラ」などテーマに沿った自然物を集めたり、ドングリ

を手のひらや頭に乗せたり、松の葉で相撲をしたり、木の枝を賭

けてじゃんけんをしたりします。木の実や葉っぱ、枝などを使って

遊ぶことで、その感触や特徴を知り、様々な感触や特徴に気づ

く、そんなプログラムです。

東近江市立蒲生幼稚園

1 日目は講座、下見、プログラム作りを行います。２日目は作成したプログラムを実践した後、ふり

かえりを行いプログラムの完成度を高めます。

1 日目：「プログラムつくり」

蒲生幼稚園の前には佐久良川が流れており、その堤防は緑地として整備されています。今回は河川緑

地での自然体験プログラムを作ります。

はじめに自然体験学習についての講義があり、幼児の自然体験の意

義や目的、プログラム作成のポイントを学びます。続いて緑地に出

かけ、フィールドワークを行います。フィールドワークではプログ

ラム作成に向けてのポイントなどのアドバイスを受け、実際に自然

体験をしながら使えそうなものを探します。続いて、3 班に分かれ

グループごとにどういうプログラムにするか考えます。ぜひ使いた

い物、感じて欲しいことが決まれば、プログラムの構成を考えます。

園に戻ってより良く自然を感じるための導入、プログラムの流れ、

時間配分を決めてプログラムが完成です。

2 日目：「プログラムの実践」

2 日目はいよいよ作成したプログラムの実践です。3 班がそれぞれ作成したプログラムを実践します。

▲講義

「さわって感じて探してみよう」

～ツルツルチクチクザーラザラ～

のプログラム

▲テーマに沿った自然物集め

クリのいがはチクチク

していたいよ！

ポイントと次につながるヒント
・感触のテーマを決め、テーマにあった自然物を集めましょう

・自然物の特徴を生かした遊びをしましょう

・木の枝は振り回したりしないように安全に配慮しましょう

▲松の葉相撲

勝てるかな～？

じゃんけんぽん

▲落ち葉やどんぐりなどを探

し、自然物を使ってジャンケ

ンをします

▲使えそうなものを探します ▲目を閉じて、移動した先で数

秒見た木はどれか当てます。

木には様々な特徴があるこ

とを学びます。

▲班に分かれてプログラム作り

日時：平成 23 年 11 月 14 日(月) 13:30～17:30

平成 23 年 11 月 17 日(木) 9:00～16:00

フィルード：園近くの河川緑地



緑地内には種々の樹木があります。本プログラムでは、窪地に

落ち葉を集めてお風呂づくりをします。そして、みんなで一緒に

お風呂に入ったり、お湯（葉っぱ）のかけ合いっこをしたり、かくれ

んぼをしたりします。プログラムを通して、色々な葉があること

に気づき、葉っぱの感触を全身で楽しむ、また、自然の中で友だ

ちと触れ合うことを楽しむなど、自然体験を通じて豊かな感性

を培う、そんなプログラムです。

緑地内には種々の樹木があります。本プログラムでは、

グループごとに決まった色の葉っぱや花、木の実を集めま

す。集めた自然物は白い服に貼っていき、自然物で飾った

洋服を作ります。完成したらファッションショーを開き、み

んなで観賞します。自然の中のいろいろな色を見つけ、

色の違いや同じ色の中にも違いがあることを感じる、そ

んなプログラムです。

●身近な自然との関わりでいろいろ感じ、感動した。

●“自然に触れる”ことについて、部屋で保育するポイントと違う面にも気づき、良い勉強になった。

●自然に対する思いやいろいろな遊びが知れて良かった。園に帰ってぜひ実践しようと思う。

●学習会のテーマ「秋の自然に親しむ」に対する視点が変わった。

●普段活用の仕方に迷っていた松林がこれから有効に使えそう。

●身近にある自然を活かすことができていなかったが、今後この学習会を参考に保育に活かしたい。

●参加する前はどんな学習会なんだろうとドキドキしていたが、とても楽しい学習会だった。これを機会

にいろんな自然について勉強し、子どもたちへ教えていけたらと思う。

●他の先生や園との交流もでき、この学習会なら月 1 で参加したい。

●今後も園内研修などでお話を聞かせてもらえる機会を望む。

「おふろでもういいかい」のプログラム

▲みんなで入浴

ポイントと次につながるヒント
・教師も一緒にお風呂に入り、大胆に楽しめるように工夫しましょう

・隠れる範囲を分かりやすく伝え、安全面に配慮しましょう

・皆が集まると暖かいことから、生き物の冬越しについて学びましょう
▲お湯（葉っぱ）のかけ合いっこ

落ち葉のお風呂

も温かくて気持

ちいいな～！

「いろいろな秋みーつけた」

-ステキな洋服をつくろう-

のプログラム

ポイントと次につながるヒント
・白いビニール袋を洋服に仕立て、あらかじめ両面テープを貼って

おくと、子どもたちが自然物を貼りやすい

・同じ色でも違いがあることを一緒に観察しましょう

・季節などによって色が変化し、朽ちていくことを伝えましょう
▲「緑・赤・黄・茶」4 色の

服のファッションショー

研修に参加した先生の声

▲各色の自然物を貼り、洋服作成

いろいろな色

があってきれ

いだな～!!

どこに貼ろうかな～？？


